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A oxygenation (s oxy)として議している.
{結果および考襲警13群簡においてdoxyの減少援が間程
度の憾には， 磁御1yは草に比較して邸前iy~H群が， E1倣iy-
H群に比較してYoung群で絶対的な仕事畿が高かった. この
ことから筋での殻禁事~J騒が同総援て'あっても，年鈴あるい
は体力レベルの遠いにより絶対的な仕事撃は異なることが
示唆された.
vrの格対的強度でみた場合には，各群とも20%Vf強震をで
一度doxyの増加が起こり.その後強肢の増加に持ってA
oxyの減少がみられた.強度の増淑にともなう込01(Yの減少
は，先行研究の給巣と一致している.簸識には高齢者と潜
齢者の織で有意な還が緩められたが. 3群関の会ての格対
的運動議援において. Ao玄yの審議な蓬は認められなかっ
た.したがって織対的選動強僚で、の運動中における務の畿
紫取り込み総力は筋盤，織齢および体力レベルの影響を受
けにくいことが示唆された.
{襲約lvr以下での自転車運動中において，
L絶対的運動強度において，同じ、Aoxyの穫のとき，高齢
者ほど.また体力レベルの紙い者法ど，仕事議が低下す
る.
2.相対的運動強度でみた場合の舗の酸素利用艇は，加齢や
全身の有駿紫性能力に影響されにくい.
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